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表 2-3 移動支援サービスに関する改善点 

項目 意見、要望等 

予約システム 

予約の空き状況を確認できるようにしてほしい。 

利用者がスマホ等で現在の車両位置と乗車人数を確認できるようにし

てほしい。 

WEB 予約の方法が難しい、モビリティごとで異なる予約方法のため分

かりにくい。 

自動運転車とデマンドで窓口、システムを統一化してほしい。 

自動運転車 

現在の運行形態と同様に、定時運行することが望ましい。 

予約がない場合は、その場で乗車できるようにしてほしい。 

予約なしで定時運行（巡回運行）が望ましい。 

乗車人数を増やして、誰もがいつでも乗れる公共性を担保してほしい。 

停留所でなくても、その場で乗れるようにしてほしい。もしくは決め

られた範囲の中であれば自由に乗り降りさせてほしい。 

低速電気自動車 

拠点（グリーンホール、田原台センター）に限らず、停留所であれば

どこでも乗り降りできるようにしてほしい。 

停留所の数を増やし、ラスト/ファーストマイル、自動運転車の停留所

までの距離をできるだけ短くした方が良い。 

緑風台には車両が来ないので、あまり恩恵を受けないのが残念。 

（運行エリアの拡充） 

2～3 台で運用したほうが良い。 

南北エリア間の移動を可能にしてほしい。 

コース上であればどこでも降車可能にしてほしい。 

車両設備 

通年利用を想定するのであれば、冷暖房、雨風対策が必要。 

安全面を考慮して、シートベルトを設置した方がよい。 

サイドミラー、バックミラーが見づらいため、後方確認が難しい。 

自動運転車を 7 人乗りカート、デマンドを 4 人乗りカートにしてはど

うか。 

 

 

  



 

 2-16  
 

 

（5）  実験の参加状況 

地域住民アンケート調査の結果から、実験の参加状況を分析しました。 

 

○実験の参加状況 

⚫ 地域住民の 12%が移動支援サービスを利用しました。 

⚫ 乗車した人のうち、利用した理由としては「実験に参加するために利用した」が 57%

と最も高く、次いで「興味本位で利用した」が 43%となりました。 

⚫ 一方で、乗車しなかった人のうち、利用しなかった理由としては「乗車する場面や

必要性がなかった」が 67%と最も高くなりました。 

 

 

図 2-16 実験の参加状況 

  

乗車した

12%

乗車しなかった

88%

・実験の参加状況 ※地域住民アンケート調査より

22%

57%

43%

17%

0% 25% 50% 75% 100%

19%

67%

14%

10%

12%

0% 25% 50% 75% 100%

その他

実験を知らなかった

乗車する場面や必要性がなかった

希望するルートがなかった

予約の仕方が分からなかった、
または難しかった

移動手段として利用した

実験に参加するために利用した

興味本位で利用した

その他

実験のボランティアとして利用した

n=192
n=23

（複数回答）

n=169

（複数回答）

Q．今回の実証実験において、実験車両（自動運転車または低速電気自動車）の乗車状況についてお答
えください。

Q．（実験車両に乗車した方へ）実験車両に乗車した 由につい
てお答えください。 ※複数回答可（3つまで）

Q．（実験車両に乗車しなかった方へ）実験車両に乗車しなかっ
た 由についてお答えください。 ※複数回答可（3つまで）
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○実験を認知した広報媒体 

⚫ 地域住民が実験を認知した広報媒体は「チラシ（回覧板等）」が 59%と最も高く、

次いで「走行している車両を見かけた」が 48%となりました。 

 

 

図 2-17 実験を認知した広報媒体 

  

・実験を認知した広報媒体 ※地域住民アンケート調査より

n=192

（複数回答）

11%

59%

6%

48%

16%

9%

0% 25% 50% 75% 100%

実験を知らなった

チラシ（回覧板等）

横断幕（田原小学校前の歩道橋に設置）

田原支所の職員から直接聞いた

走行している車両を見かけた

その他

Q．実験を認知した広報媒体をお答えください。 ※複数回答可
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（6）  実験の様子 

自動運転車では高齢者の買い物支援など、低速電気自動車では予約に応じた運行

などの実証走行をしました（図 2-18）。 

 

 

図 2-18 実験時の様子（実験① 移動支援サービス） 

 

 

  

✓自動運転車の実証走行

✓低速電気自動車の実証走行

高齢者の買い物を支援 お子さまの自動運転体験

予約に応じて運行 実験車両
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2.3 実験② 拠点の賑わい創出 

（1）  賑わい創出の可能性の検証 

地域住民アンケート調査の結果から、拠点の賑わい創出として開催したキッチン

カーイベントの参加状況の分析や賑わい創出の可能性（地域活性化に繋がるか）を

検証しました。 

 

○イベントの参加状況 

⚫ 地域住民の 24%がキッチンカーイベントに参加しました。 

⚫ 一方、参加しなかった人のうち、参加しなかった理由としては「イベントの開催を

知らなかった」が 43%、「予定が合わなかった」が 41%となりました。 

 

 

図 2-19 イベントの参加状況 

  

参加した

24%

参加しなかった

76%

無回答 1%

イベントの開催を

知らなかった

43%
予定が合わなかった

41%

興味がなかった、または

魅力を感じなかった

12%

その他 3%
無回答 1%

・イベントの参加状況 ※地域住民アンケート調査より

n=192 n=146

Q．今回の実証実験期間中に開催されたキッチ
ンカーイベントの参加状況をお答えください。

Q．（参加しなかった方へ）参加しなかった 由に
ついてお答えください。
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○地域活性化に繋がるか 

⚫ キッチンカーのような賑わい創出イベントが地域活性化に繋がると思うかについ

て、地域住民の約 9 割が「そう思う」または「ややそう思う」と回答しました。 

 

 

図 2-20 地域活性化に繋がるか 

  

・地域活性化に繋がるか ※地域住民アンケート調査より

n=192

そう思う

57%

ややそう思う

31%

あまりそう思わない 7%

そう思わない 3%

無回答 2%

88%

Q．今回のキッチンカーイベントように、未利用地を活用した賑わい創出
イベントを開催することは地域の活性化につながると思いますか。
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（2）  実験の様子 

田原台センターの未利用地を活用してキッチンカーイベントを開催しました。 

イベント当日はキッチンカー以外にも地域主催イベント等の出店も行われました 

（図 2-21、表 2-4）。 

 

 

図 2-21 実験の様子（実験② 拠点の賑わい創出） 

 

表 2-4 キッチンカー以外の出店 

日程 出店者名・団体名 内容 

10/8(土) しあわせの五韓料理 たわら アップルパイなどの販売 

四條畷市商工会 チラシの配布 

10/9(日) KITCHIN CAFÉ foo コーヒー、ソフトドリンク、サンドウィッチ

の販売 

四條畷市商工会 チラシの配布 

10/22(土) アカカベ 健康チェック（管理栄養士を派遣） 

食器のリユース「あるある市」 気に入った食器を無料で持ち帰り 

わたしのいえ・ほっこり ハロウィンプレート工作、ゲーム、くじ引き 

アートクラブ田原＆アートクラ

ブ幸 

ハロウィン・フォトスポット、ミニミニ光る

土団子 

シルバー人材センター チラシの配布 

ＵＲ都市機構 ＤＩＹ部による「ペタング」 

医療法人「和幸会」 セラピーホースの展示（11：15 ～12：15） 

しあわせの五韓料理 たわら アップルパイなどの販売 

10/23(日) しあわせの五韓料理 たわら アップルパイなどの販売 

全日程 ＵＲ都市機構 防災テントの展示（救護テントとして使用） 

医療法人「和幸会」 看護師の派遣 

 

✓キッチンカーイベント

来場者数：1,169名
※10/8,9,22,23に開催

田原台センターの未利用地を活用 地域主催イベント等も同時開催
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2.4 実験成果と今後の展望 

実証実験を通して、移動支援サービスの走行安全性や社会的受容性、サービス・事

業性を検証しました。また移動支援サービスの導入と合わせて、拠点の賑わい創出の

可能性も確認できました。 

今後も、地域住民の意見を踏まえながら、移動支援サービスの導入に向けて検討し

ていきます（図 2-22）。 

 

次年度以降の主な課題 

▶ 自動運転システムの高度化の可能性の検討 

（対向/後続/駐車車両に応じた行動） 

▶ 自動運転車の走行安全性の高い道路の構築 

（信号協調による運転支援、看板や路面表示等による注意喚起） 

▶ 自動運転車の走行を優先した地域の機運醸成 

（広報誌や自治会等の地域住民の会合の場での周知） 

▶ 運行エリアの拡大 

（緑風台エリアにおける運行） 
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図 2-22 移動支援サービスの導入イメージ 

 

上田原

田原台１

田原台2

田原台4

田原台8

さつきヶ丘

緑風台

田原台7

下田原

四条畷駅方面（コミュニティバス）

生駒駅方面（路線バス） 出典：地  地図

田原管内の地域内移動支援サービスの提供

生駒駅方面（路線バス）

田原台九丁目公園

北谷公園

田原台一丁目公園

基幹交通（地域外への移動）
※往復20便以上運行路線

地域内交通（定時定路線）

地域内交通（      交通）

拠点（地区拠点）

拠点（モビリティハブ）

田原台9

田原台3

田原台5

田原台6

拠点間を結ぶルート
（定時定路線）

自宅付近と拠点を結ぶルート
（デマンド交通）

グリーンホール田原

田原台センター
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